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Webサイト・ローカル環境間で情報をやり取り可能な 
IoTフレームワークの構築 
福井稔基 1，大西史弥 1，吉成萌夏 1，川崎陽祐 1 

1慶應義塾大学大学院理工学研究科開放環境科学専攻 

Abstract: 
近年，IoT化による遠隔操作や状態把握を用いた業務の自動化の需要が高まっている．そこで我々は，ローカル環境とインタ

ーネットでアクセスできる Web サイトの間で情報をやり取り可能な IoT フレームワークを構築した．具体的には，MQTT とい

う通信方式を用いて，ローカル環境上のスクリプトと Web サーバ上のスクリプト間で通信を行った．また，サンプルアプリケ

ーションとして Web サイトからロボットを遠隔操作する IoT システムを開発し，フレームワークの有用性を確認した．なお，

本フレームワークは GitHubにて公開している．(https://github.com/Takahashi-Lab-Keio/mqyt) 
Keywords: IoT (Internet of Things), MQTT (Message Queueing Telemetry Transport), Remote control, Robotics 

1. 緒言

近年，IoT (Internet of Things) による遠隔操作や状態把握を

用いた業務の自動化の需要が高まっている．そのため，IoT化

に向けて，機械上で動作するスクリプトとインターネットで

アクセスできるWebサイトの間で情報をやり取り可能な IoT

システムが必要である．しかし，機械とWebの双方に精通し

た人材は少なく，IoT 化を進める上での障壁となっている．

そこで，機械側（以下ローカル環境と呼ぶ）とWeb側を橋渡

しすることを目指し，MQTT (Message Queueing Telemetry

Transport) という通信プロトコルを用いた IoT フレームワー

クを構築した．そして，ロボットを遠隔操作するサンプルア

プリケーションを開発し，有用性を確認した．

2. IoTフレームワークの概要

本フレームワークの主な貢献となる，MQTT を用いた

Web・ローカル環境間の橋渡しの概念図を Fig. 1 に示す．

MQTTは Fig. 1のようにMQTT Brokerを介して Topicの送受

信を行う通信プロトコルであり，通信の軽量さから IoTシス

テムによく用いられている[1]．ただし，Topicのデータはバイ

ナリ形式で送受信されるため，Publisher, Subscriberにおいて

共通のルールに基づくデータのエンコード，デコードが必要

である．そこで我々は，文字列・文字列配列・画像を適切に

エンコード・デコードして publish, subscribeするフレームワ

ーク“mqyt”を開発し，MQTTによるデータの送受信を容易に

した．また，Web・ローカル環境間の橋渡しとなることを目

指して， JavaScriptと Pythonでの実装に対応し，誰でも使用

できるように GitHub上で公開した．

3. サンプルアプリケーションの開発

本フレームワークの有用性を確認するため，Webサイトか

らロボットを遠隔操作する IoTシステムを開発した． 

3.1. Web・ロボットの開発 

Webシステムは AWS上で構築し，フロントエンドは EJS, 

CSS, JavaScriptで, バックエンドは Node.jsで作成した． 

ロボットは，環境や自身の状態に応じて実行可能な行動の

候補を提示し，ユーザによって選択された行動を実行するよ

うに開発した．

Fig. 1  MQTT communication in sample application 

Fig. 2  Web page Fig. 3  Robot teleoperation 

3.2. Web・ロボット間での情報のやり取り 

Fig. 1のように，ロボットの行動の候補（①）を文字列配

列として，Webサイトで選択された行動（②）を文字列とし

て送受信した．また，mqytを用いて，ロボット側は Python，

Web側は JavaScriptで実装した． 

3.3. 結果 

Fig. 2にWeb画面，Fig. 3にロボットの動作の様子を示す．

Fig. 2 のように，環境やロボットの状態に応じた行動の候補

がWebサイトに表示された．そして，Web上で行動を選択す

ると Fig. 3の様に正しく実行されたことから，Web・ローカ

ル環境間で情報がやり取り可能であることを確認した．

4. 結言

本取り組みでは，Web・ローカル環境間で情報をやり取り

可能な IoTフレームワークを構築し，その有用性を確認した． 
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